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（高陽台遺跡） 
二ヶ城山から北西への丘陵の尾根に沿って開発された矢口が丘団地内に A 群・B 群

（竪穴式墳丘墓・住居跡）・C 群（貝塚）の遺跡があり、この古墳は B 群の竪穴式

石室（＊）一基を復元保存したもので、場所の地名からこのように名づけられた。

大きな山石使用が特徴。 

(※)石鏃／石の矢じり。もっぱら狩猟具として用いられた 

＜住居跡＞ 

(＊)竪穴式石室／長方形の穴を掘り、粘土

で床をつくり、遺体を収めた木棺をすえ、

周りに石を積み上げて天井を覆った墓。 ＜石室＞ 

＜土器棺墓＞ 

土器を棺に使った

墓。主に乳児用と

考えられており、

中から人骨が見つ

かっている。 

＊遺跡は埋め戻され、現在その姿

を確認することはできない。立ち

入り不可。 

＊写真提供：広島市文化財団 


